
依
存
財
源
で
は
、
全
体
の

５２
．
１
％
を
占
め
る
地
方
交

付
金
は
１
．
９
％
減
、
統
合

中
学
校
建
設
に
か
か
る
国
庫

支
出
金
、
減
債
基
金
に
か
か

る
繰
入
金
の
減
等
が
要
因
で

７
３
３
８
万
円
（
▲
０
．

８
％
）
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。

減
（
▲
０
．
７
％
）
と
な
り

ま
し
た
が
、
自
主
財
源
額
は

前
年
と
変
わ
ら
ず
相
対
的
に

は
増
率
と
な
り
ま
し
た
。
ふ

る
さ
と
応
援
な
ど
寄
付
金
３

億
８
９
９
８
万
円
の
（
３
８

７
．
９
％
増
）
の
増
が
要
因

で
す
。

９
月
定
例
会
は
、
７
日
か
ら

２０
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成

２７
年
度
の
決
算
数
値

は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

歳
出
総
額
は
、
１
４
８
億
５

７
６
６
万
円
で
昨
年
度
の
決

算
と
比
べ
て
、
２
億
７
５
２
万

円
（
１
．
４
％
）
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
保
事
業
勘
定
会

計
、
簡
易
水
道
会
計
、
病
院
事

業
会
計
の
増
が
要
因
で
す
。
一

般
会
計
は
１
．
２
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
が
、
補
助
費
が
か
な

り
増
加
し
て
い
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率
な
ど
財

政
指
数
は
か
な
り
改
善
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
方
債
（
借
金
）

の
現
在
高
は
１
３
０
億
５
７

５
０
万
円
（
合
併
時
は
２
２
０

億
円
）
と
な
り
ま
し
た
。
辺
地

債
・
過
疎
債
・
合
併
特
例
債
な

ど
の
交
付
税
措
置
の
多
い
（
借

金
の
内

７０
％
以
上
を
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
）
比
較
的
有
利
な

借
金
が
約
半
分
を
占
め
お
り
、

繰
上
償
還
（
条
件
の
悪
い
借
金

を
早
く
返
す
）
な
ど
行
財
政
運

営
へ
の
努
力
の
結
果
が
表
れ

て
い
ま
す
。

基
金
残
高
（
定
期
預
金
）
の

総
額
も
１
０
７
億
３
９
６
２

万
円
と
昨
年
よ
り

１２
．
４
％

増
加
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ト
ー
タ
ル
で
は
全

会
計
と
も
に
黒
字
決
算
で
す

が
、
前
年
度
と
比
較
し
た
単
年

度
で
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
な
ど
５
会
計
が
赤
字
と

な
り
ま
し
た
。

次
年
度
執
行
の
７
０
０
１

万
円
（
繰
越
明
許
費
）
を
除
き

７
億
２
６
８
３
万
円
が
、
平
成

２７
年
度
へ
繰
越
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
会
計
繰
越
額
５
億
８

千
万
円
の
う
ち
半
額
を
超
え

る
額
が
財
政
調
整
基
金
に
積

立
予
定
で
す
。

一
般
会
計
は
、
次
ペ
ー
ジ
の

表
の
と
お
り
で
す
が
、
前
年
度

対
比
で
は
、
７
３
３
８
万
円
の
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単位：万円

区　　分 H20年度 H27年度

標準財政規模 69億4615 69億2915

財政力指数 0.240 0.217

経常収支比率 92.1% 75.3%

実質公債費比率 21.9% 8.2%

地方債現在高 157億6361 130億5759

基金残高 32億2380 107億3962

平成２７年度決算統計資料

単位：万円（四捨五入）

歳　　入 歳　　出 明許繰越 差　　引

109億3022 102億8468 7,001 5億7,553

13億7,077 12億7,426 9,651

3億6,391 3億6,128 263

19億1,642 18億9,745 1,897

2億5,997 2億4,859 1,138

4,344 3,873 471

2億6,399 2億4,702 1,697

3,122 3,120 2

4 4

4億7,452 4億7,442 10

156億5450 148億5766 7,001 7億2683

総繰越額 7億9684

特

　
別

　
会

　
計

　一　般　会　計

会　計　名

合　　計

　病院事業会計

簡易水道事業

飲料水供給施設事業

農業集落排水事業

総合開発事業

分収育林事業

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

平成２７年度収支決算総括表



総
額
で
１
２
億
８
４
２
２
万
円
。

財
源
の
主
な
も
の
は
、
普
通
交
付
税
７
８

７
４
万
円
、
農
業
基
盤
整
備
分
担
金
９
１
０

１
万
円
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
９
億
８
３
４

７
万
円
な
ど
で
す
。

○町名誉町民条例の制定

＊功績をたたえ顕彰

○町企業立地基金条例の

制定

○町産業振興事業基金条

例の制定

＊肉用牛特別導入基金条

例は振興基金条例に移行

○町空家等の適正管理に

関する条例の制定

＊必要事項を定め生活環

境の保全・安全・安心な

まちづくりに寄与する

＜財産の取得＞

○消防・普通四輪

小型動力ポンプ積載車

「W キャビン

     四輪駆動車」

＊神石方面隊（古川）

＜辺地計画の策定＞

※辺地債（借金額の 80%

が交付税措置される）を

借りて事業をする為に計

画が策定されました。

○時安地区（5 年間）

事業費 2 億３５３０万円

内辺地事業 ８１７０万円

○上野地区（1 年間）

事業費 ９２２万円

内辺地事業 ９２０万円

平成２７年度一般会計歳入歳出比較表

歳入



木
野
山
決
算
と
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
以
下
伺
う

①
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
、
②
井
関
定

住
団
地
、
③
病
院
会
計

町
長

①
は
任
期
中
で
一
番

成
功
し
た
事
業
だ
。
今
後
も
満

足
度
が
上
が
る
よ
う
に
努
力

し
た
い
。

②
は
長
期
総
合
計
画
に
無
か

っ
た
事
業
で
し
た
が
状
況
判

断
で
実
施
し
た
。
好
評
で
地
形

的
で
無
理
な
所
を
除
き
殆
ど

売
却
で
き
た
。
若
い
人
が
多
く

入
居
さ
れ
人
口
増
に
繋
が
っ

た
。
予
想
外
の
よ
い
結
果
が
出

た
と
思
う
。

③
は
人
口
減
少
の
影
響
も
有

り
入
院
患
者
が
特
に
減
少
し

て
お
り
引
き
続
き
苦
し
い
経

営
状
況
に
あ
る
。
不
本
意
だ
が

年
間
２
億
円
の
補
填
が
恒
久

的
と
な
っ
た
。

病
院
医
療
関
係
の
存
続
の

た
め
に
は
、
段
階
的
で
は
な
く

人
口
減
少
を
見
越
し
た
思
い

切
っ
た
大
胆
な
発
想
で
改
革

し
な
い
と
建
物
が
付
随
す
る

の
で
無
駄
な
投
資
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
。

小
坂
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

①
か
が
や
き
ネ
ッ
ト
管
理
運

営
基
金
は
平
成

２２
年
度
か

ら
積
立
て
て
い
る
。
以
降
加

入
分
担
金
な
ど
で
積
立
て
、

運
営
経
費
は
基
金
か
ら
経
費

に
繰
入
し
て
い
る
。
基
金
残

高
は
平
成

２７
年
度
末
で
３

億
１
４
７
２
万
円
。
今
後

２９

年
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の
更

新
、
３２
年
に
サ
ー
バ
ー
等
大

規
模
改
修
を
予
定
し
て
い

る
。健

全
運
営
の
た
め
基
金
造

成
に
努
め
る
。

②
は
現
在
の
基
金
残
高
は
６

６
２
８
万
円
。
殆
ど
売
却
で

き
た
の
で
販
売
を
終
了
し

１２
月
中
に
は
整
理
し
た
い
。

第
２
団
地
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
の
予
算
で
場
所
の
検

討
を
含
め
て
委
託
調
査
を
行

っ
て
い
る
。

木
野
山
ふ
る
さ
と
納
税
に
於

い
て
報
告
書
の
提
出
は
。
目
的

外
使
用
は
な
い
か
。

協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の

寄
付
に
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
条

例
の
改
正
が
必
要
で
は
。

小
坂
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

報
告
書
は
簡
易
だ
が
頂
い

て
い
る
。

各
団
体
の
活
動
へ
の
寄
付

な
の
で
各
々
の
活
動
に
対
す

る
寄
付
と
理
解
し
、
目
的
に
沿

っ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。

監
査
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｎ
Ｐ
О
法
人
の
Ｐ
Ｗ
Ｊ
で

す
が
犬
の
活
動
に
つ
い
て
は

多
額
の
寄
付
を
頂
い
て
い
る
。

使
途
に
つ
い
て
寄
付
者
か

ら
問
合
せ
が
あ
る
の
で
、
ど

う
い
っ
た
も
の
に
使
い
、
こ

れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
計
画
し

て
い
る
の
か
書
類
は
頂
い
て

い
る
。
確
認
は
し
て
い
る
。

現
在
、
各
地
区
の
協
働
支
援

セ
ン
タ
ー
は
寄
付
の
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
。

其
々
の
協
働
支
援
セ
ン
タ

ー
と
協
議
の
上
、
必
要
と
有
れ

ば
載
せ
る
方
向
で
検
討
し
た

い
。

合併後に新たに取組まれた事業は沢山あります

がその内で特に事業規模も大きく財政負担も大き

かった以下の３事業に付き、現在までの決算状況と

今後の見通しについて質しました。

①CATV（情報通信基盤整備）事業

町民の期待も大きく、実現した事業。すでに町の

あらゆる仕組みの中に取入れられており破綻は許

されません。基金勘定で収支が分かるように成って

います。

②井関団地総合開発事業

立上げには苦労しましたが販売は好調でそろそろ

事業精算とのこと。収支の状況と今後の計画は。

③病院事業会計

町立病院としてスタートした時点では財政的にも

安定運営の様相でしたが、現在は諸般の事情で厳

しい状況となって来ました。どうなっているのか。

死守する方策は。

平成２７年度一般会計（歳入の部）での寄付

金収入は３億８９９８万円で前年対比３８７．

９％の増となりました。内、３億８０７６万円が町

内の NPO 法人に対する「ふるさと応援寄付金」

です。この内９５％が当該 NPO 法人の事業運

営・活動の支援として補助交付されます。

「がんばる神石高原町ふるさと応援条例」に

はその第３条で寄付者は寄付金の使途を指定

する事ができ、第４条で町長は運用にあたって

は寄付者の意向が反映されるよう配慮するよう

定められています。

また、交付要綱第９条に「交付を受けた者は実

績報告書を町長に提出しなければならない。」

と規定されています。

報告書の提出はどうなっているか、寄付者の

指定どおりで、目的外の使用はないか。監査は

どうしているか。

また、条例の制定時には想定されていなか

った「協働支援センター」への対応について、第

２条には、１～５までは町への寄付、６は自治

振興会、７はＮＰＯ法人となっており「協働支援

センター」に関する規定が有りません。条例の

改正が必要ではないか、質しました。

平成２８．１０．２

どんぐり幼稚園運動会



【
一
般
質
問
】

木
野
山
町
長
就
任
以
来
、
本
町

の
舵
取
り
は
多
難
を
極
め
た

と
思
い
ま
す
が
多
く
の
成
果

を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
以
下
伺

う
。

①
首
長
と
し
て
の
３
期

１２
年

間
で
一
番
誇
れ
る
事
。

②
本
町
の
持
つ
一
番
の
課
題
。

③
次
期
町
長
に
、
ま
た
議
会
に

託
し
た
い
事
。

最
後
に
、
目
的
基
金
の
積
立

と
い
う
形
で
次
期
に
託
さ
れ

る
町
長
の
想
い
。

町
長

合
併
後
の
本
町
は
経

常
収
支
比
率
が

９１
．
８
％
と

殆
ど
財
政
破
綻
の
状
況
だ
っ

た
。
助
役
以
下
若
い
職
員
の
援

助
も
有
り
、
死
に
も
の
狂
い
で

や
り
抜
く
ぞ
と
い
う
決
意
で

や
っ
た
結
果
が
、
今
日
に
繋
が

っ
て
い
る
。

常
日
頃
心
が
け
た
事
は
、

「
謙
虚
に
低
姿
勢
の
ス
タ
ン

ス
で
町
の
一
体
化
を
図
る
。
」
、

「
持
続
可
能
な
町
の
実
現
を

や
り
遂
げ
る
」
、
「
行
政
改
革
」

の
三
つ
で
、
財
政
健
全
化
に
つ

い
て
は
一
定
の
メ
ド
が
付
い

た
と
思
う
。

基
盤
は
出
来
て
も
砂
上
の

楼
閣
と
成
っ
て
は
い
け
な

い
。
財
政
力
を
上
げ
る
よ
う

次
の
世
代
に
期
待
し
た
い
。

一
内
閣
一
仕
事
と
言
わ
れ

る
が
思
え
ば

１２
年
間
で
一
仕

事
出
来
た
の
か
な
と
思
っ
て

い
る
。

①
一
番
誇
れ
る
事
は
、
強
い

て
言
え
ば
、
行
財
政
の
基
盤

が
出
来
た
事
と
思
う
。

②
本
町
の
一
番
の
課
題
は
財

政
力
が

２０
％
弱
と
脆
弱
で
あ

る
事
。
こ
れ
は
体
質
と
い
う

か
致
命
傷
か
と
思
う
。

こ
の
体
質
改
善
が
今
後
の

課
題
で
あ
る
。

③
次
期
町
長
に
託
し
た
い
事

は
、
人
口
倍
増
、
地
方
創
成

の
進
展
を
お
願
い
し
た
い
。

議
会
に
対
し
て
は
首
長
は

独
り
で
町
の
一
体
化
は
な
か

な
か
キ
ャ
ッ
チ
で
き
な
い
が

議
会
は
旧
町
村
か
ら
其
々
選

出
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
で
一

体
化
に
向
け
て
の
取
組
を
お

願
い
し
た
い
。

基
金
に
つ
い
て
は
総
額
で

１０
億
円
。

企
業
誘
致
目
的
基
金
。
工
業

団
地
な
ら
小
規
模
で
あ
れ
ば

県
か
ら
の
助
成
金
も
あ
る
の

で
産
業
団
地
造
成
、
企
業
立
地

に
３
億
円
積
立
て
る
。

高
等
学
校
の
更
な
る
進
化

に
２
億
円
の
積
立
。

病
院
の
将
来
に
基
金
が
必

要
だ
。
現
在
、
医
療
介
護
等
に

１６
億
円
積
ん
で
い
ま
す
が
そ

れ
に
１
億
円
を
加
算
す
る
。

畜
産
振
興
で
２
億
円
を
別

に
積
立
る
。

子
育
て
支
援
の
充
実
強
化

に
向
け
て
２
億
円
積
立
。

５
項
目
で
平
均
２
億
円
。
重

点
的
な
も
の
に

１０
億
円
を
目

的
基
金
と
し
て
積
立
る
。

基
金
は
す
で
に
有
る
が

そ
れ
に
目
的
を
定
め
た
。
新

町
長
に
は
強
く
要
望
し
た

い
。私

の
置
き
土
産
に
な
れ

ば
と
も
思
っ
て
い
る
。

牧野町長は神石高原町誕生と同時に町長

に就任せられ、以来３期１２年間を町民のた

め鋭意努力を重ねられ、多くの実りある成果

を挙げられ、本町の発展に大いに寄与されｔり

ます。

この度、勇退を決意され首長としての最後

の本会議に臨まれました。

在任中の１２年間のうち、最も財政的にも

厳しかった平成２０年から２４年頃を振り返り

ながら、町長の総括的な思いを語って頂きま

した。

また、目的基金の積立と言う形で、町長の

思いを時期に託されました。その点について

も考えをお聞きしました。

私の質問の詳細は、ホームページにアップ

していますのでご覧ください。（木野山孝志で

検索して頂ければ見れると思います。）

まちづくりの目標

○「高原」をコンセプトにまちづくりを

         ・・・・・・・・まちの活性化に夢が広がります。

○お年寄りから子供まで優しいまちづくりを

         ・・・・・・・・・・・・・優しさがまちをつくります。

○地域の伝統と文化を大切にしたまちづくりを

         ・・・・・・・・・・・・・・ひとが地域をつくります。

○先進地といわれる町づくりを

         ・・・・・・知恵と行動力が人をひきつけます。


